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「施政方針」
えびの市議会3月定例会が2月27日から3月20日まで開かれ、村岡市
長は、「平成30年度施政方針」を述べました。今回は、その一部を抜
粋・要約してお知らせします。

　

現
在
、
わ
が
国
は「
人
口
減
少
」と
い
う
大

き
な
課
題
に
直
面
し
、
国
全
体
の
問
題
と
し

て「
地
方
創
生
」の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
人
口
減
少
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
平
成
28
年
3
月
に「
え
び

の
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、「
え
び
の
市
創
生
」に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
農
業

粗
生
産
額
が
順
調
に
伸
び
て
い
る
ほ
か
、
起

業
家
育
成
促
進
、
移
住
件
数
増
、
新
規
就
農

者
増
、
道
の
駅
え
び
の
来
場
者
・
売
上
額
の

増
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
金
の
増
、

飯
野
高
等
学
校
生
の
活
躍
な
ど
、
着
実
な
成

果
が
表
れ
て
き
て
お
り
、
今
後
さ
ら
な
る
成

果
の
実
感
へ
と
取
り
組
み
を
加
速
・
拡
充
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、「
第

5
次
え
び
の
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」

や「
総
合
戦
略
」の
事
業
進し

ん
ち
ょ
く

捗
を
確
認
し
、
総

点
検
を
行
い
な
が
ら
、
地
方
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
事
業
、
労
働
環
境
改
善
支
援
事
業
、
各
種

農
業
基
盤
強
化
事
業
、
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進

事
業
、
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連

事
業
、
地
方
創
生
人
材
支
援
事
業
、
農
家
民

泊
施
設
整
備
補
助
事
業
、
産
婦
人
科
運
営
費

負
担
金
事
業
、高
齢
者
活
動
支
援
対
策
事
業
、

悠
々
パ
ス
購
入
補
助
事
業
、
消
防
体
制
強
化

事
業
等
に
取
り
組
む
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
施

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
新
た
な
活
力
を
生
む
産
業
づ
く
り

　

農
業
の
振
興
で
は
、
新
規
就
農
者
や
後
継

者
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連

平成 30 年度

携
し
、
国
・
県
の
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し

な
が
ら
、
各
種
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

開
業
6
年
目
の｢

道
の
駅
え
び
の
」は
、
物

産
販
売
所
の
拡
張
な
ど
の
施
設
整
備
、
6
次

産
業
化
支
援
事
業
、
旬
な
情
報
発
信
な
ど
、

交
流
人
口
の
さ
ら
な
る
増
加
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

畜
産
の
振
興
で
は
、
自
衛
防
疫
意
識
の
向

上
、農
業
後
継
者
等
の
担
い
手
の
規
模
拡
大
、

農
家
所
得
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
で
は
、
地
元
企
業
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
や
商
工
会
と
連
携
し
た
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー
「
エ
ー

ビ
ッ
ク
」の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
中
心
に
起
業
家
の
支
援
を
行
い
、

市
内
に
お
け
る
事
業
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

企
業
立
地
で
は
、
物
流
関
連
や
食
品
加
工

業
、
商
業
施
設
等
の
立
地
活
動
に
取
り
組
む

ほ
か
、
地
場
企
業
の
工
場
新
設
や
増
設
と

い
っ
た
形
で
の
企
業
立
地
に
も
取
り
組
み
ま

す
。

　

ま
た
、
産
業
団
地
造
成
に
向
け
た
実
施
設

計
を
行
い
、
企
業
の
確
実
な
立
地
に
つ
な
が

る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
で
は
、
観
光
協
会
の
組
織
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
本
市
の
ア
ウ
ト
ド

ア
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
を
高
め
て
い
く
ほ
か
、

京
町
温
泉
駅
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

新
た
な
交
流
人
口
の
拡
大
と
温
泉
郷
へ
の
誘

客
を
図
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

■
志
と
郷
土
愛
を
持
つ
人
づ
く
り

　

学
校
教
育
で
は
、「
30
人
学
級
」や「
幼
・
保
・

小
・
中
・
高
一
貫
教
育
」、「
就
学
前
や
小
学

校
低
学
年
の
英
語
活
動
」等
に
取
り
組
む
ほ

か
、
平
成
30
年
度
か
ら
全
小
・
中
学
校
の
教

室
に
空
調
設
備
の
整
備
を
進
め
、
子
ど
も
た

ち
が
安
全
・
安
心
に
学
べ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　

飯
野
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、
各
支
援
事

業
の
さ
ら
な
る
情
報
発
信
に
努
め
、
存
続
に

向
け
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
は
、
平
成
31
年
度
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
開
催
に
向
け
た

準
備
等
を
行
う
ほ
か
、
新
た
に
永
山
運
動
公

園
整
備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

人
権
意
識
の
高
揚
で
は「
え
び
の
市
に
お

け
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
人
権
を
守
る

条
例
」に
基
づ
き
、
平
和
で
明
る
く
住
み
よ

い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

文
化
活
動
の
促
進
で
は
、「
島
内
地
下
式

横
穴
墓
群
出
土
品
」の
保
護
・
展
示
の
ほ
か
、

こ
れ
ま
で
に
発
掘
調
査
を
行
っ
た
遺
跡
の
調

査
報
告
書
を
刊
行
し
、
貴
重
な
資
料
と
し
て

後
世
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　

国
際
交
流
の
充
実
で
は
、
引
き
続
き
中
国

長
春
市
へ
飯
野
高
校
生
等
を
派
遣
す
る
ほ

か
、
今
後
、
長
春
市
と
市
民
交
流
が
図
ら
れ

る
よ
う
な
き
っ
か
け
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

■
誰
も
が
元
気
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、疾
病
の
予
防
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
お
よ
び
重
症
化
予
防

に
重
点
を
置
い
た
事
業
を
展
開
し
、
市
民
が

自
ら
積
極
的
に
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
め
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
で
は
、
新
た
に
母
子
健
康

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
出
産
か
ら

子
育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
丁
寧
な
支
援
を

実
施
す
る
ほ
か
、
新
生
児
聴
覚
検
査
と
産
婦

健
康
診
査
の
新
た
な
実
施
や
出
産
に
対
す
る

経
済
的
支
援
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
医
療
対
策
で
は
、
引
き
続
き
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
運
航
や
在
宅
当
番
医
制
な
ど
、
夜

間
・
休
日
体
制
や
救
急
医
療
体
制
の
維
持
に

必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
医
師
確

保
に
努
め
る
ほ
か
、
着
実
な
医
療
機
器
更
新

事
業
と
併
せ
、
老
朽
化
設
備
等
更
新
事
業
や

患
者
乗
降
場
の
新
設
事
業
な
ど
に
よ
り
、
利

便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
協
働
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
、「
地

域
運
営
協
議
会
」に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度

で
市
内
4
地
区
全
て
に
設
立
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
、
旧
上
江
中
学
校
北
側
校
舎
を
上
江
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
す

る
た
め
整
備
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
対
策
で
は
、「
え
び
の
市
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」に
基
づ
き
、

子
育
て
支
援
施
策
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、

「
え
び
の
市
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
当
事
者
意

識
を
持
つ
た
め
の
研
修
会
の
開
催
と
併
せ

て
、
団
体
が
実
施
す
る「
子
ど
も
食
堂
」に
つ

い
て
も
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
事
業
で
は
、「
第
７
期
え
び

の
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
」に
基
づ
き
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
健
康
で
い
き
い
き
と
自
立
し
た

生
活
が
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

　

障
が
い
者
福
祉
施
策
で
は
、「
え
び
の
市

障
が
い
者
計
画
」や
新
規
制
定
の「
え
び
の
市

こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
手
話
言
語
条
例
」に
基
づ

き
、
互
い
に
支
え
合
う
共
生
社
会
の
実
現
に

努
め
ま
す
。

　

防
災
力
の
向
上
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の

体
制
強
化
を
支
援
す
る
ほ
か
、
西
諸
で
の
食

糧
お
よ
び
資
機
材
等
の
備
蓄
と
と
も
に
、
市

に
お
い
て
も
新
た
な
物
資
の
備
蓄
を
年
次
的

に
進
め
ま
す
。

■
生
活
環
境
づ
く
り

　

自
然
と
調
和
し
た
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ

く
り
で
は
、「
第
二
次
え
び
の
市
環
境
基
本

計
画
」に
基
づ
き
、
市
民
・
事
業
者
・
市
が

一
体
と
な
っ
た
環
境
保
全
の
施
策
を
展
開
し

ま
す
。

　

景
観
形
成
の
推
進
で
は
、「
え
び
の
市
景

観
計
画
」を
策
定
し
、景
観
面
に
お
け
る
ル
ー

ル
や
え
び
の
市
の
今
後
の
景
観
づ
く
り
の
基

本
的
な
方
向
性
を
示
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
稼
働
し

た
山
内
浄
水
場
の
活
用
に
よ
り
、
安
全
・
安

心
で
か
つ
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
に
努
め

る
ほ
か
、
引
き
続
き
配
水
管
布
設
経
費
の
一

部
負
担
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
で
は
、「
え
び
の
市
空
家
等

対
策
計
画
」の
策
定
を
進
め
、
計
画
に
基
づ

き
良
好
な
生
活
環
境
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
対
策
で
は
、
移
住
・
定
住
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
引
き
続
き
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学
等
の
卒

業
後
に
市
内
の
事
業
所
に
就
職
し
た
者
等
に

対
す
る
奨
学
金
返
還
補
助
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　

地
域
公
共
交
通
対
策
で
は
、
Ｊ
Ｒ
吉
都
線

利
用
促
進
協
議
会
で
の
事
業
拡
大
、
観
光
列

車
ツ
ア
ー
事
業
、
市
内
イ
ベ
ン
ト
と
連
動
し

た
路
線
バ
ス
無
料
パ
ス
事
業
等
に
取
り
組
む

ほ
か
、
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
制
度
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

■
計
画
の
実
現
に
向
け
て

　

行
財
政
改
革
の
推
進
で
は
、「
市
民
と
と

も
に
創
る
！
信
頼
さ
れ
る
行
政
を
目
指
し

て
」を
目
指
す
市
役
所
像
に
策
定
し
た
、「
第

６
次
え
び
の
市
行
政
改
革
大
綱
」に
基
づ
き
、

引
き
続
き
行
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

　

以
上
、
市
政
運
営
に
対
す
る
所
信
の
一
端

を
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
体
と
な
り
、「
大
自
然
と
人
々
が
融
合
し
、

『
新
た
な
力
』が
躍
動
す
る
ま
ち　

え
び
の
」

の
実
現
に
向
け
、
各
種
施
策･

事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
施
策
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主

役
と
な
る「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」を
念
頭

に
、
取
り
組
み
の
成
果
を
実
感
し
て
い
た
だ

く
べ
く
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
自
ら
が
先
頭
に

立
ち
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す

の
で
、
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 30 年度施政方針
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市税
19 億 2,289 万 5 千円

（14.0％）

繰入金
17 億 5,991 万 2 千円

（12.8％）

寄附金
5 億円

（3.6％）

その他
5 億 7,652 万 7 千円

（4.2％）

災害復旧事業費
1 億 847 万 7 千円

（0.8％）

・

・

地方交付税
36 億 4,330 万 2 千円

（26.5％）

国庫支出金
29 億 145 万 7 千円

（21.1％）

市債
8 億 9,708 万 5 千円

（6.5％）
県支出金

10 億 2,672 万 3 千円
（7.5％）

その他
5 億 909 万 9 千円

（3.8％）

総額
137 億

3,700 万円

総額
137 億

3,700 万円

扶助費
26 億 9,460 万 9 千円

（19.6％）

人件費
20 億 3,264 万 7 千円

（14.8％）

公債費
6 億 9,500 万 3 千円

（5.1％）
普通建設事業費

24 億 6,374 万 7 千円
（17.9％）

繰出金
12 億 5,824 万 8 千円

（9.2％）

補助費等
12 億 1,411 万 6 千円

（8.8％）

その他
11 億 5,199 万 5 千円

（8.4％）

物件費
21 億 1,815 万 8 千円

（15.4％）

自主財源 47 億 5,933 万 4 千円（34.6％）

義務的経費 54 億 2,225 万 9 千円（39.5％）

その他の経費 57 億 4,251 万 7 千円（41.8％） 依存財源 89 億 7,766 万 6 千円（65.4％）

投資的経費 25 億 7,222 万 4 千円（18.7％）

平成 30年度当初予算
一般会計予算は、137 億 3,700 万円です

■市民一人当たりの予算額（一般会計）
※ 3 月 1 日現在、住民基本台帳で算出。

■会計別予算の状況
会　　計 30 年度 29 年度 増減率

国民健康保険特別会計 31 億 7,576 万 9 千円 40 億 7,077 万 3 千円 △ 22.0％

後期高齢者医療特別会計 6 億 7,176 万 4 千円 6 億 6,983 万 8 千円 0.3％

介護保険特別会計 32 億 5,485 万 7 千円 33 億 6,921 万 3 千円 △ 3.4％

産業団地整備事業特別会計 9,850 万円 0 円 皆増

水道事業会計 5 億 7,983 万 8 千円 7 億 4,482 万 4 千円 △ 22.2％

病院事業会計 10 億 2,605 万 2 千円 10 億 3,122 万 2 千円 △ 0.5％

１人当たり約 69 万 2,005 円

１世帯当たり約 138 万 2,827 円

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

の
総
額
は
、
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
３
7
億
３
７
０
０
万
円
で
す
。
平
成
29
年

度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、
８
７
０
０
万

円
、
率
に
し
て
約
0
・
6
％
の
増
額
予
算
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
予
算
の
財
源
割
合
は
、自
主
財
源（
市

税
な
ど
、
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
）
が

34
・
6
％
、
依
存
財
源
（
国
や
県
か
ら
の
交

■一般会計目的別歳出の状況

付
金
・
支
出
金
や
、
市
債
に
よ
る
財
源
）
が

65
・
4
％
と
な
っ
て
お
り
、
依
存
財
源
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
の
主
な
事
業
内
容
に
つ
い
て

は
、
来
月
「
わ
か
り
や
す
い
予
算
書
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
市
財
政
課 

財
政
係

☎
35
‐
３
７
１
６
（
課
直
通
）

■
用
語
の
説
明

歳
入

【
自
主
財
源
】
市
税
な
ど
、
自
主
的
に
収

入
で
き
る
財
源
。

【
依
存
財
源
】
国
や
県
に
よ
り
決
定
さ
れ

た
額
を
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ

た
り
す
る
財
源
。

【
地
方
交
付
税
】
地
方
公
共
団
体
が
等
し

く
そ
の
行
う
べ
き
事
務
を
遂
行
で
き
る
よ

う
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金
。

【
国
庫
支
出
金
】
国
か
ら
地
方
公
共
団
体

に
支
出
さ
れ
る
補
助
金
や
委
託
金
。

【
市
債
】
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う

時
、
借
り
入
れ
る
お
金
。

歳
出

【
義
務
的
経
費
】
そ
の
支
出
が
義
務
付
け

ら
れ
、
任
意
に
削
減
す
る
こ
と
が
困
難
な

経
費
。

【
投
資
的
経
費
】
そ
の
支
出
が
建
物
、学
校
、

道
路
な
ど
、
資
産
形
成
に
向
け
ら
れ
る
経

費
。

【
扶
助
費
】
法
令
に
基
づ
き
、
被
扶
助
者

に
支
出
さ
れ
る
経
費
。

【
人
件
費
】
市
職
員
給
与
、
市
議
会
議
員
・

各
種
委
員
報
酬
な
ど
の
経
費
。

【
公
債
費
】
市
が
借
り
入
れ
た
お
金
の
償

還
金
。

【
普
通
建
設
事
業
費
】
道
路
、
橋
り
ょ
う
、

学
校
、
庁
舎
な
ど
公
共
用
施
設
の
新
設
や

改
修
に
要
す
る
経
費
。

歳　出 歳　入

科目 30 年度 29 年度 増減率 科目 30 年度 29 年度 増減率

議会費 1 億 5,119 万 6 千円 1 億 5,256 万 8 千円 △ 0.9% 土木費 13 億 9,570 万 3 千円 14 億 5,503 万 3 千円 △ 4.1%

総務費 23 億 1,069 万 3 千円 23 億 5,600 万 2 千円 △ 1.9% 消防費 11 億 6,838 万 3 千円 11 億 910 万 8 千円 5.3%

民生費 42 億 8,140 万 5 千円 44 億 4,260 万円 △ 3.6% 教育費 8 億 8,784 万 4 千円 8 億 8,199 万 5 千円 0.7%

衛生費 11 億 2,576 万 6 千円 11 億 2,867 万円 △ 0.3% 災害復旧費 1 億 3,481 万円 1 億 2,167 万 4 千円 10.8%

労働費 1,279 万 1 千円 1,069 万 1 千円 19.6% 公債費 6 億 9,500 万 3 千円 7 億 3,367 万円 △ 5.3%

農林水産業費 11 億 3,752 万 9 千円 8 億 3,925 万 3 千円 35.5% 予備費 3,011 万 5 千円 3,608 万 1 千円 △ 16.5%

商工費 4 億 576 万 2 千円 3 億 8,265 万 5 千円 6.0% 合計 137 億 3,700 万円 136 億 5,000 万円 0.6%

・

※水道事業会計および病院事業会計は、収益的支出と資本的支出の合計を記
載。

平成 30 年度当初予算
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4 月 2 日、辞令を受けとる新規採用職員

　

市
で
は
、
4
月
1
日
か
ら
、
産
業
団
地
造

成
の
実
施
設
計
を
は
じ
め
企
業
立
地
促
進
・

企
業
誘
致
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
充
等
を
図
る

た
め
、
市
観
光
商
工
課
の
「
企
業
誘
致
・
商

工
振
興
室
」
を
「
企
業
誘
致
対
策
室
」
と
「
商

工
係
」
に
再
編
し
、
企
業
誘
致
に
関
連
す
る

体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
職
員
数
は
、
新
規
採
用

職
員
7
人
（
男
3
人
、
女
4
人
）
を
迎
え
、

３
０
０
人
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
と
し
て
、

市
と
宮
崎
県
で「
職
員
の
人
事
交
流
」を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
職
員
の
資
質
向
上
と

相
互
理
解
の
推
進
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

宮
崎
県
か
ら
の
人
事
交
流
派
遣
職
員
と
し

て
、
市
観
光
商
工
課
長
に
白
地
浩
二
さ
ん
が

着
任
し
ま
し
た
。
市
か
ら
は
、
杉
尾
朋
香
主

事
（
前
市
民
環
境
課
）
を
宮
崎
県
商
工
観
光

労
働
部
雇
用
労
働
政
策
課
に
派
遣
し
ま
し

た
。
派
遣
期
間
は
2
年
間
で
す
。

　

ま
た
、
被
災
地
派
遣
職
員
と
し
て
、
塩
屋

摩ま

お旺
主
事
（
前
観
光
商
工
課
）
を
宮
城
県
気

仙
沼
市
へ
派
遣
し
ま
し
た
。
派
遣
期
間
は
1

年
間
で
す
。

問
市
総
務
課

【
人
事
に
関
す
る
こ
と
】
人
事
係

【
組
織
再
編
に
関
す
る
こ
と
】
行
政
係

☎
35
‐
3
7
1
1
（
課
直
通
）

①冨岡大敬 （とみおかだいけい）

④これまでの経験を生かし、
市民の皆さんのために、責
任を持って日々の仕事に励
んでいこうと思います。

③中島
②建設課

①本石夕子 （もといしゆうこ）

④公務員としての自覚を持
ち、職務に励みたいと思い
ま す。 え び の 市 の た め に、
一生懸命頑張ります。

③大明司
②会計課

①福元有希子 （ふくもとゆきこ）

④社会福祉士としての経験
を生かして市民の皆さんに
寄り添った支援ができるよ
う、努めていきます。

③町
②介護保険課

①吉本宗平（よしもとしゅうへい）

④故郷のえびの市で働ける
ことがとてもうれしいです。
市民の皆さんに頼ってもら
える職員になれるよう、頑
張ります。

③中島
②財政課

①安樂侑哉 （あんらくゆうや）

④社会福祉士として地域の
医療・福祉に貢献し、市民
の皆さんが安心して生活で
きるよう、一生懸命頑張り
ます。

③湧水町
②市立病院

①岩下江里 （いわしたえり）

④早く仕事に慣れ、えびの
市のため、市民の皆さんの
力になれるよう、精いっぱ
い頑張ります。

③上原田
②介護保険課

①白地浩二 （しらちこうじ）

④県との交流職員で来まし
た。県とのパイプを生かし
ながら、えびの市の観光商
工 の さ ら な る 発 展 の た め、
精いっぱい頑張ります。

③宮崎市
②観光商工課長

①大西希 （おおにしのぞみ）

④ 4 年ぶりに地元のえびの
市に帰ってきました。市民
の皆さんのお役に立てるよ
う、お手伝いできればと思
います。

③亀沢
②健康保険課

新規採用職員の抱負等を紹介します。（①氏名、②配属先、③出身地、④抱負）

新しい組織体制で
　　　        スタート
平成 30 年 4 月 1 日付で、市職員の人事異動が発令されました。平成 30 年
度のスタートにあたり、新規採用職員を紹介します。
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中村　沙
さ お り

莉さん・奏
か の ん

音ちゃん（町）

　結婚を機に都城市からえびの市に来ました。初めての子育てですが、知らない
場所で、知り合いもおらず、話せる人がいない環境がとても不安でした。
　教室に参加すれば、赤ちゃんと触れ合いながら、他のお母さんたちと話す機会
ができてとても良いです。育児で困っていることなどを共有できたり相談できた
りしています。母親のサポートも心強いですが、やっぱり同世代の人と話せると
いうことは精神的に子育ての支えになっています。子どもにとっても、外に出て
たくさんの人と触れ合えることが良い刺激になっていると思います。
　月に 1・2 回だけでも活動があると、その日を楽しみに過ごすことができます。
これからも教室に参加していきたいです。 母子健康包括支援センターは市健康保険課内にあります

　

4
月
か
ら
市
健
康
保
険
課
内
に「
母

子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
開
設

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
安
心
し
て
出
産

や
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援

を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師
・
助
産

師
が
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。「
妊
娠
し
た

け
ど
何
と
な
く
不
安
」、「
身
近
に
協
力

し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
」、「
お
っ
ぱ

い
が
足
り
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
」、

「
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
て
ば
か
り
で
つ
ら

い
」な
ど
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
市
健
康
保
険
課 

母
子
健
康
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
１
７
０
７（
直
通
）

子育て

・母子手帳交付
・妊婦健康診査助成
・出産支援助成金
・母親学級
・助産師による電話対応
・個別相談

・産婦健康診査助成（2 週間・1 か月）
・赤ちゃん訪問
・助産師による訪問
・個別相談

・子育て・おっぱい何でも相談会
・子育てママサロン
・もぐもぐ個別相談
・もぐもぐステップ離乳食教室
・ベビーマッサージ教室

・1 歳児健康相談
・1 歳 6 か月健康診査
・2 歳 6 か月歯科健康診査
・3 歳児健康診査

出　産 妊　娠

妊娠がわかってから出産まで、助産師
や保健師による個別相談やパパ・ママ
教室でサポートを行います。
また、経済的負担の軽減や安心して子
どもを産むことができる環境づくりの
ため、「出産支援助成金」を交付します。

出産後の不安などを解消するため、助
産師や保健師による訪問や個別相談を
行います。また、産婦健康診査（2 週間・
1 か月）の助成も行っています。

乳幼児期の子育てを支援するため、各種健診やママサポートカフェを行っています。カフェでは、
子育てがスタートしたママを支援するため助産師が個別で対応する「子育て・おっぱい何でも相談会」
や、赤ちゃんとのスキンシップをとる「ベビーマッサージ教室」などを行っています。
各種教室では、同じような不安や悩みを抱えたお母さんたちが参加しています。わが子との触れ合
いだけでなく、同じ悩みを共有したり、世間話で盛り上がったりとママ友を作る機会にもなります。

・双子教室
・のびのび広場
・3 か月児健康診査
・6 か月児健康相談

89
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頭
も
の
家
畜
が
処
分
さ
れ
る
大
惨

事
と
な
り
ま
し
た
。
口
蹄
疫
の
発

生
に
よ
り
、
発
生
農
場
お
よ
び
近

隣
農
場
は
、
家
畜
の
殺
処
分
、
生

き
た
家
畜
や
堆
肥
の
移
動
制
限
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
セ
リ
市
が

8
月
ま
で
中
止
に
な
り
、
市
内
の

農
家
や
畜
産
関
係
者
の
経
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
人
・
物
の
動
き
が
な
く
な
っ

た
こ
と
で
、
観
光
や
商
業
等
、
地

域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
し
か
し
、
市
で
は
、
全
車

　

平
成
22
年
4
月
28
日
に
え
び
の

市
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
終
息
か
ら

間
も
な
く
8
年
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
畜
産
農
家
の
皆
さ

ん
の
防
疫
に
対
す
る
意
識
は
低
下

し
て
い
ま
せ
ん
か
。
終
息
ま
で
、

日
夜
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
の
消
毒

作
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
、

当
時
の
防
疫
意
識
の
高
さ
を
今
一

度
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
4
月
20
日
、
口
蹄
疫

が
宮
崎
県
内
で
発
生
し
、
市
で
は

６
２
７
頭
、
県
内
全
体
で
は
29
万

●現在の農場防疫の様子

あ
な
た
の
農
場
防
疫
体
制
は
万
全
で
す
か

近
隣
諸
国
で
猛
威
を
振
る
う
口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫

両
消
毒
な
ど
市
民
一
体
で
防
疫
を

行
っ
た
こ
と
で
、
6
月
4
日
に
全

て
の
制
限
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
、

人
・
物
が
世
界
中
で
頻
繁
に
行
き

来
す
る
中
、
家
畜
伝
染
病
も
い
つ

ど
こ
か
ら
侵
入
す
る
か
わ
か
ら
な

い
状
況
で
す
。
今
年
に
入
り
、
東

ア
ジ
ア
地
域
で
は
、韓
国
で
2
件
、

中
国
で
6
件
、モ
ン
ゴ
ル
で
22
件
、

ロ
シ
ア
で
5
件
の
口
蹄
疫
発
生
が

確
認
さ
れ
、
国
内
侵
入
リ
ス
ク
は

依
然
と
し
て
高
い
状
態
に
あ
り
ま

す（
平
成
30
年
4
月
2
日
時
点
）。

　

い
つ
口
蹄
疫
が
発
生
し
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
で
、
二
度
と
あ

の
時
の
よ
う
な
被
害
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
も
、
飼
養
衛
生
管
理

基
準
の
徹
底
お
よ
び
農
場
防
疫
体

制
の
再
確
認
等
、
畜
産
農
家
一
人

一
人
の
防
疫
意
識
が
大
切
で
す
。

え
び
の
市
の
畜
産
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
も
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

問
市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室

☎
35
‐
３
７
４
４（
課
直
通
）

畜舎の消毒

・出荷後、敷料を除去した空の畜
舎などを、動力噴霧機で洗浄・消
毒します。動噴がない場合は、消
毒 薬 を ジ ョ ウ ロ な ど で 散 布 し ま
しょう。

消石灰散布

・車両が入ってくる農場入口に全
体的に白くなるように散布します。

・車両のタイヤが十分に一周する
くらいの長さ・幅で散布してくだ
さい。

踏み込み消毒槽
の設置・点検

・畜舎入口には踏み込み消毒槽を
必ず設置してください。泥や土等
が大量に混ざると効果が薄まるた
め、こまめに点検し、消毒薬が汚
れていたらすぐに取り替えるよう
にしましょう。

畜舎範囲の清掃 畜舎周囲の除草や草刈り等を含め
た環境の整備に努めましょう。

●毎月 20 日は、県下一斉消毒の日です

　家畜を守るためには農場主自身の防疫が大前
提です。消石灰の定期的な散布、踏み込み消毒
槽の設置・定期的な消毒薬の交換、農場立ち入
り者の記帳等、従業員や家族一丸となって防疫
体制を整えるよう、よろしくお願いします。

●終息後、畜産農家から市民へ消毒協力に対し
ての感謝の気持ちが伝えられました

　

3
月
24
日
、
道
の
駅
え
び
の
で
、
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
え
び
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、市
民
や
観
光
客
に
ア
ウ
ト
ド
ア
・

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
関
す
る
情
報
や
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
行
い
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
観

光
振
興
を
通
じ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
情
報
や
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
の
ほ
か
、
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
の
紹

介
や
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

同
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
村
岡
市
長
は
「
地
域

の
素
晴
ら
し
さ
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
情
報
を

発
信
し
て
い
き
、
魅
力
的
な
施
設
と
し
て
発

展
さ
せ
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
ま
た
施
設
を
管
理
運
営
す
る
ア
イ
ロ
ー

ド
プ
ラ
ス
代
表
取
締
役
福
永
栄
子
氏
は
「
ア

ウ
ト
ド
ア
の
拠
点
と
し
て
、
え
び
の
の
魅
力

の
情
報
を
発
信
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
に
満
足
し
て
も
ら

え
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
頑
張
り
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
25
日
に
は
、
市
と
ア
ウ
ト
ド
ア
雑

誌
Ｂ
Ｅ
‐
Ｐ
Ａ
Ｌ
編
集
部
の
共
催
で
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ク
ッ

キ
ン
グ
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
教
室
に
は
市
内
外
か
ら
10
組
30
人
の
親

子
が
参
加
し
、
道
の
駅
え
び
の
で
販
売
さ
れ

て
い
る
え
び
の
産
の
食
材
を
利
用
し
て
、
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
や
サ
ラ
ダ
な
ど
を
作
り
ま
し

た
。

問
市
観
光
商
工
課 

観
光
係

☎
35
‐
１
１
１
4
（
直
通
）

アウトドアステーションえびの
オープン

テープカットでオープンを祝いました

牛肉を焼く親子

自分たちでつくった料理を楽しんでいました
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【
有
効
期
限
】平
成
31
年
3
月
31
日

※
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
利
用
可
能
区
間
】え
び
の
市
内

※
市
外
か
ら
の
移
動
や
市
外
へ
の

移
動
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
】家
族
や
他
人
へ
譲
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
同
乗
は
可
能

で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
福
祉
事
務
所

が
行
っ
て
い
る「
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
」の
制
度
と
は
別
の
制
度

で
す
が
、
同
時
に
利
用
す
る
こ
と

は
可
能
で
す
。

問
市
企
画
課 

政
策
係

☎
35
‐
３
７
１
2（
直
通
）

申
請
は
お
済
み
で
す
か

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
事
業

　

市
で
は
、「
タ
ク
シ
ー
利
用
料

金
助
成
事
業（
タ
ク
シ
ー
利
用
料

金
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
）」の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
助
成
対
象
者
】

・
市
在
住
で
、
住
民
登
録
が
あ
り
、

市
税
等
の
滞
納
が
な
い
65
歳
以
上

の
人

・
市
在
住
で
、
住
民
登
録
が
あ
り
、

市
税
等
の
滞
納
が
な
い
16
歳
か
ら

64
歳
の
人
で
、
普
通
自
動
車
運
転

免
許
証
ま
た
は
自
動
車
を
持
っ
て

い
な
い
人

【
申
請
方
法
】市
企
画
課
政
策
係
ま

た
は
飯
野
・
真
幸
出
張
所
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

【
助
成
方
法
】申
請
後
、「
助
成
対

象
者
証
」と「
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」

を
送
付
し
ま
す
。「
タ
ク
シ
ー
利

用
券
」を
運
転
手
に
渡
す
こ
と
で
、

利
用
料
金
の
一
部
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
助
成
額
】約
3
割
を
助
成
し
ま

す
。
※
１
０
０
０
円
が
上
限

平
成
30
年
度
か
ら
初
乗
り
料
金
も

約
3
割
の
助
成
の
対
象
で
す
。

【
交
付
限
度
枚
数
】年
間
48
枚
を
限

度
に
、
申
請
月
に
応
じ
て
交
付
し

ま
す
。

で
も
ど
こ
で
も「
広
報
え
び
の
」を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
着
情
報
な

ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
企
画
課 

情
報
係

☎
35
‐
３
７
１
4（
直
通
）

広
報
紙
配
信
を
始
め
ま
す

無
料
行
政
情
報
ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」

　

市
で
は
、「
広
報
え
び
の
」を
よ

り
多
く
の
人
が
気
軽
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
用
ア
プ
リ「
マ

チ
イ
ロ
」で
の
配
信
を
始
め
ま
し

た
。

　

ア
プ
リ
を
利
用
す
れ
ば
、
い
つ

広報えびの
平成30年3月号

※環境基準（昭和 46 年環境庁告示 59 号）の類型指定は
河川Ａ類型 ( 川内川に流入する河川も含む )
※検査前日の天候（雨）により大腸菌群数が増えること
があります。

　

市
で
は
、
河
川
の
環
境
保
全
の

た
め
に
水
質
検
査
を
毎
年
行
っ
て

い
ま
す
。

　

検
査
場
所
は
、
市
内
の
７
カ
所

で
す
。
分
析
で
は
、
５
項
目
（
Ｐ

Ｈ
＝
水
素
イ
オ
ン
濃
度
、
Ｄ
Ｏ
＝

溶
存
酸
素
量
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
＝
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
、
Ｓ
Ｓ
＝
浮
遊

物
質
量
、
大
腸
菌
群
数
）
の
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
で
、
河
川

の
生
活
排
水
処
理
対
策
を
行
い
、

河
川
の
汚
濁
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

各
家
庭
で
も
生
活
排
水
汚
濁
防

止
に
心
が
け
、
私
た
ち
の
共
有
す

る
貴
重
な
財
産
で
も
あ
る
河
川
の

環
境
保
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
検
査
結
果
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
環
境
美
化
の
目
安
と
し
て
く
だ

さ
い
。

※
基
準
値
以
上
の
箇
所
に
つ
い
て

は
、
何
ら
か
の
罰
則
規
定
等
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

☎
35
‐
３
７
３
１
（
直
通
）

河
川
水
質
検
査
結
果
を
公
表

守
ろ
う
貴
重
な
水
資
源

●検査結果（検査日：平成 30 年 2 月 27 日）
項目 pH DO BOD SS 大腸菌群数

単位 － mg/L mg/L mg/L MPL/100mL

環境基準 6.5 ～
8.5

7.5
以上 2 以下 25

以下 1,000 以下

下久保原橋 7.6 11.7 0.5
未満

1.0
未満 700

二十里橋 7.5 12.1 0.5
未満

1.0
未満

20

池島橋 7.5 11.2 0.6 1.0 490

長江川橋 7.5 10.6 0.8
1.0

未満
490

関川橋 7.3 11.0 0.6
1.0

未満
170

新岩次橋 7.6 11.0 0.9
1.0

未満
490

山川橋 7.4 11.8 0.5
未満

1.0
未満

50

　

飯
野
地
区
、
上
江
地
区
、
加
久

藤
地
区
、
真
幸
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
、
各
自
治
会
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
自
治
会
活
動
の
情
報
提
供

や
地
域
の
実
情
の
把
握
、
集
落
の

維
持
・
活
性
化
に
必
要
な
支
援
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
行
う

世
代
間
交
流
事
業
や
学
習
会
、
地

域
づ
く
り
研
修
な
ど
で
は
、
行
政

と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
住
民
が
気
軽
に
交
流
で
き
る

施
設
で
す
。
い
つ
で
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

自
治
会
活
動
は
、
地
域
の
活
性

化
や
防
災
対
策
な
ど
地
域
の
問
題

解
決
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
自
治
会
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
地
域
を

も
り
立
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

自
治
会
活
動
の
運
営
を
支
援

4
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

●問い合わせ先

愛甲さん、岡元さん、黒松さん、甲斐さん（左から）

地区名 コミュニティマネージャー 電話番号
飯野地区 甲斐　陽二 33-0030
上江地区 岡元　秋人 33-5799
加久藤地区 愛甲　文広 35-1755
真幸地区 黒松　優子 37-3221
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民
環
境
課
の
窓
口
で
無
料
で
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
時

に
必
要
な
も
の
は
、通
知
カ
ー
ド
、

本
人
を
確
認
で
き
る
も
の（
運
転

免
許
証
等
）で
す
。
写
真
は
市
民

環
境
課
窓
口
で
撮
影
し
ま
す
の
で

不
要
で
す
。

　

申
請
し
て
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
る
ま
で
1
カ

月
程
度
か
か
り
ま
す
。
6
月
の
児

童
手
当
現
況
届
を
電
子
申
請
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
人
は
、
早
め

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
、
政
府
が

運
用
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
に
あ

る
パ
ソ
コ
ン
お
よ
び
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
対
応
し
た
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
ま
た
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
れ
ば
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
て
、
子
育

て
に
関
す
る
手
続
き
が
自
宅
で
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
市

児
童
手
当
現
況
届
を
自
宅
で
申
請
し
ま
せ
ん
か

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
メ

リ
ッ
ト

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ

ば
、
子
育
て
に
関
す
る
手
続
き
の

電
子
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

ほ
か
、
本
人
確
認
の
際
の
身
分
証

明
書
と
し
て
利
用
で
き
た
り
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
住
民

票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
の
証

明
書
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
市
福
祉
事
務
所 

子
育
て
支
援

係☎
35
‐
３
７
３
８（
直
通
）

1 マイナンバー
カードの取得

市民環境課窓口で交付されます。
カードに電子証明書を付与する手
続きも忘れずにお願いします。

2 ＩＣカードリー
ダライタの準備

マイナンバーカードに対応した製
品については、地方公共団体シス
テム機構ＨＰ（https://www.jpki.
go.jp/prepare/reader_writer.html）
でご確認ください。ドライバのイ
ンストールも忘れずにお願いしま
す。

3
ログインに必要
なソフトウェア
のインストール

マイナポータルＨＰ（https://
myna.go.jp/SCK0101_03_001/
SCK0101_03_001_Reload.form）
の画面案内に従ってソフトウェア
をインストールしてください。

4

マイナポータル
ＨＰから「ぴっ
たりサービス」
にアクセス

ぴったりサービス（https://app.
oss.myna.go.jp/Application/
search）の画面案内に従って電子
申請手続きを行ってください。

◯電子申請までの流れ（パソコンで行う場合）

項目 手続名

児童手当

児童手当の受給資格および児童手当の額についての認定請求

児童手当等の額の改定の請求および届出

児童手当等の現況届

受給事由消滅の届出

未支払の児童手当等の請求

児童手当等に係る寄附の申出

児童手当等に係る寄附変更等の申出

受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の申出

受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の変更等の申
出

保育

支給認定の申請

保育施設等の利用申込

保育施設等の現況届

母子保健 妊娠の届出

◯電子申請できる手続き
　児童手当現況届のほかに電子申請できる手続きは以下のとおりです。申
請の内容によっては、窓口での手続きや、添付書類が必要な場合がありま
す。あらかじめご了承ください。

い
ま
す
。
ま
た
、
手
話
奉
仕
員
等

派
遣
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
】

　

こ
の
講
座
は
、
ろ
う
者
と
手
話

に
よ
っ
て
初
歩
的
な
日
常
会
話
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
毎
週
木
曜
日
に

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

【
手
話
奉
仕
員
等
派
遣
事
業
】

　

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
公

的
機
関
ま
た
は
医
療
機
関
等
へ
赴

く
際
等
に
、
手
話
奉
仕
員
お
よ
び

要
約
筆
記
奉
仕
員
を
派
遣
し
、
円

滑
な
意
志
疎
通
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
て
い
ま
す
。

問
市
福
祉
事
務
所 

福
祉
係

☎
35
‐
１
１
１
５
（
直
通
）

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
変
化

に
伴
っ
て
、
同
条
例
で
は
、
部
落

差
別
を
は
じ
め
障
が
い
、
性
別
等

に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く

し
、
人
権
擁
護
の
意
識
を
高
め
、

明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、市
や
市
民
の
責
務
、

市
の
施
策
の
推
進
、
教
育
お
よ
び

啓
発
活
動
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て

定
め
て
い
ま
す
。

　

差
別
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の

一
人
一
人
の
取
り
組
み
が
大
切
で

す
。

問
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

☎
35
‐
３
７
１
1
（
課
直
通
）

手
話
が
身
近
な
言
語
に

「
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
手
話
言
語
条
例
」
制
定

　

市
で
は
、平
成
30
年
3
月
27
日
、

「
え
び
の
市
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
手

話
言
語
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
手
話
が
言
語
で

あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、
す

べ
て
の
市
民
が
共
生
す
る
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

条
例
に
は
、
手
話
に
対
す
る
理
解

の
促
進
や
手
話
の
普
及
、
手
話
の

使
用
し
や
す
い
環
境
の
構
築
に
関

し
た
基
本
理
念
や
市
の
責
務
、
市

民
な
ど
の
役
割
を
定
め
て
い
ま

す
。

　

手
話
は
、音
声
言
語
と
異
な
り
、

手
指
や
体
の
動
き
や
表
情
を
使
っ

て
視
覚
的
に
表
現
す
る
言
語
で

す
。聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
は
、

手
話
を
言
語
と
し
て
使
う
こ
と
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て

い
ま
す
が
、
市
民
の
中
に
手
話
の

で
き
る
人
は
少
な
く
、
日
常
生
活

に
お
い
て
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ

る
人
が
、
手
話
を
使
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
な
か

な
か
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

市
で
は
、
多
く
の
人
に
手
話
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
開
催
し
て

明
る
く
住
み
よ
い
社
会
に

「
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
人
権
を
守
る
条
例
」
制
定

　

市
で
は
、
平
成
30
年
3
月
27

日
、「
え
び
の
市
に
お
け
る
あ
ら

ゆ
る
差
別
を
な
く
し
人
権
を
守
る

条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

を
な
く
し
平
和
で
明
る
く
住
み
よ

い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
12
年
に
「
人
権

教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
平
成
13
年
の
市
議
会
に

お
い
て
「
部
落
差
別
撤
廃
・
人
権

擁
護
都
市
」
宣
言
に
関
す
る
決
議

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

25
年
に
は「
え
び
の
市
人
権
教
育
・

啓
発
推
進
方
針
」
を
策
定
し
、
人

権
擁
護
・
人
権
啓
発
推
進
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

近
年
の
社
会
の
情
報
化
の
進
展

に
伴
い
、
国
に
お
い
て
は
人
権
を

侵
害
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

差
別
情
報
の
氾
濫
や
差
別
と
暴
力

を
扇
動
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
な

ど
を
背
景
に
、
人
権
擁
護
に
関
す

る
法
律
の
「
障
害
者
差
別
解
消

法
」・「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消

法
」・「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」

が
、相
次
い
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
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CIVIC NEWS
市政ニュース

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
を
支
援
す
る
た
め
、
市
職
員

1
人
を
宮
城
県
気
仙
沼
市
に
派
遣

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
宮
崎
県
市

長
会
の
決
定
に
基
づ
き
、
平
成
24

年
10
月
か
ら
県
内
九
市
が
リ
レ
ー

方
式
で
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

今
回
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
市
観

光
商
工
課
の
塩
屋
摩ま

お旺
主
事
で
す
。

　

派
遣
期
間
は
、
4
月
1
日
か
ら

平
成
31
年
3
月
31
日
で
す
。
気
仙

沼
市
役
所
で
総
務
部
税
務
課
に
配

属
さ
れ
、
土
地
・
家
屋
の
評
価
や

課
税
等
に
関
す
る
業
務
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

3
月
29
日
、
市
役
所
で
被
災
地

派
遣
職
員
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

村
岡
市
長
は
「
気
仙
沼
の
た
め

に
、1
年
間
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」、

塩
屋
主
事
は
「
慣
れ
な
い
土
地
で

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も

気
仙
沼
の
皆
さ
ん
の
力
に
な
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

被
災
地
を
人
的
支
援

宮
城
県
気
仙
沼
市
へ
職
員
を
派
遣

　

4
月
6
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
春
の
地
域
安
全
・
交
通
安
全

運
動
決
起
集
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
集
会
に
は
、
41
団
体
の
約

２
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
決
起
集
会
は
、
犯
罪
や
交

通
事
故
の
な
い
安
心
し
て
生
活
で

き
る
え
び
の
市
を
目
指
そ
う
と
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

集
会
で
は
、
新
入
学
児
童
生
徒

の
代
表
に
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
真
幸
中

学
校
1
年
の
井
上
絢け

ん
し
ょ
う
翔
さ
ん
が

「
防
犯
・
交
通
安
全
の
意
識
を
高

め
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
安
全

な
え
び
の
市
を
築
く
た
め
、
み
ん

な
で
一
致
団
結
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。

　

集
会
の
最
後
に
は
、
参
加
者
全

員
で
「
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
」
を
行

い
、
交
通
事
故
防
止
な
ど
へ
の
決

意
を
固
め
ま
し
た
。

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課 

基
地
・

防
災
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
９（
直
通
）

地
域
の
安
全
を
呼
び
か
け
る

え
び
の
市
春
の
地
域
安
全
・
交
通
安
全
運
動
決
起
集
会

辞令交付を受ける塩屋主事

資
産
と
負
債
の
バ
ラ
ン
ス
は

市
民
一
人
当
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

市
で
は
、「
現
金
主
義
・
単
式
簿

記
」
に
よ
る
現
行
の
地
方
自
治
体

の
会
計
制
度
に
「
発
生
主
義
・
複

式
簿
記
」
と
い
っ
た
企
業
会
計
的

要
素
を
取
り
込
ん
だ
新
地
方
公
会

計
制
度
に
基
づ
き
、
一
般
会
計
等

に
地
方
公
営
事
業
会
計
お
よ
び
関

係
団
体
を
連
結
し
た
財
務
書
類
を

作
成
、
公
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
財
務
書
類
は
「
総
務
省
方
式

改
訂
モ
デ
ル
」
と
い
う
方
式
で
作

成
し
て
い
ま
し
た
が
、
複
式
簿
記

の
本
格
的
な
導
入
、
固
定
資
産
情

報
の
正
確
な
把
握
、
他
団
体
と
の

比
較
し
や
す
さ
の
た
め
、
今
回
か

ら
「
統
一
的
な
基
準
」
を
用
い
て

作
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
決
算
分
の
財
務
書

類
を
も
と
に
、
市
の
財
政
状
況
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

市
民
一
人
当
た
り
に
換
算
し
た
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。
財
務
書
類
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト（
貸
借
対
照
表
）

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照

表
）
と
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

■連結対象となる会計・団体・法人

■市民一人当たりのバランスシート

■連結決算日　平成 29 年 3 月 31 日

■総資産合計　520 億 7,940 万 8 千円、人口 20,055 人（平成 29 年 3 月 31 日現在）

団体・会計の区分 会計名または組織名

一般会計等 一般会計

特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計（保険事業勘定）

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）

公営企業会計
水道事業会計

病院事業会計

一部事務組合・広域連合

西諸広域行政事務組合

宮崎県後期高齢者医療広域連合

宮崎県自治会館管理組合

地方公社・第三セクター等 該当なし

行
政
サ
ー
ビ
ス
実
施
主
体

え
び
の
市

関
係
団
体

公
営
事
業
会
計

貸方（公共資産や株、預金などの資産） 借方（資産を手に入れるために払ったお金と借金）

○土地や建物などの公共資産
202 万 8 千円

○借金（負債）
64 万 4 千円

○株などへの投資
28 万 6 千円 ○すでに支払った額（純資産）

195 万 3 千円○現金・預金
28 万 3 千円

資産合計
259 万 7 千円

負債・純資産合計
259 万 7 千円

供
す
る
た
め
に
保
有
す
る
資
産

（
財
産
）
と
、
そ
の
資
産
を
ど
の

よ
う
な
財
源
（
負
債
、
純
資
産
）

で
賄
っ
て
き
た
か
を
総
括
的
に
対

照
表
示
し
た
財
務
書
類
で
す
。
表

内
の
資
産
合
計
額
（
貸
方
）
と
負

債
・
純
資
産
合
計
額
（
借
方
）
が

一
致
し
、
左
右
が
均
衡
（
バ
ラ
ン

ス
）
し
て
い
る
こ
と
か
ら
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

問
市
財
政
課 

財
政
係

☎
35
‐
3
7
1
6
（
課
直
通
）

誓いのことばを述べる井上さん

がんばろう三唱が行われました
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3
月
11
日
、
市
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
で
若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｍ
Ａ

Ｉ
Ｋ
Ａ
に
よ
る
「
シ
バ
フ
ｄ
ｅ
フ

リ
マ
5
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
市
内
外
の
人

に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
若
者

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
の
主

催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
会
場

に
は
、
約
40
店
も
の
店
が
並
び
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
働
く
車
の
展
示
、
宝
探
し
な

ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

シバフdeフリマ5

フリーマーケットで大にぎわい

　

3
月
22
日
、
西
諸
地
区
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
事
業
協
同
組
合
の
役

員
2
人
が
市
長
を
訪
問
。防
犯
ブ

ザ
ー
1
5
0
個
を
市
に
寄
贈
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
組
合
が
今
春
1
年

生
に
な
る
児
童
の
防
犯
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
贈
っ
た
も
の
で
す
。

　

寄
贈
に
あ
た
り
同
組
合
の
外そ

と
む
ら村

公き
み
あ
き明
さ
ん
は
、「
こ
の
防
犯
ブ
ザ
ー

が
地
域
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め

に
役
立
て
ば
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
4
月
10
日
の

入
学
式
で
渡
さ
れ
ま
し
た
。

防犯ブザー 150 個を贈呈

地域の安心安全に役立てて

　

3
月
11
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
お
不
思
議
山
の
ト
・
ト
・
ト
」

公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
公

演
は
、
市
民
提
案
運
営
型
指
定

文
化
事
業
を
活
用
し
て
、
市
民
グ

ル
ー
プ
「
劇
団
・
え
び
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
」
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

公
演
に
は
、
公
募
な
ど
で
結

成
し
た
団
員
（
主
に
小
学
生
）
約

10
人
が
出
演
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
1
3
0

人
は
、
幕
が
終
わ
る
た
び
に
、
盛

ん
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

ミュージカル「お不思議山のト・ト・ト」

元気な踊りや歌声を披露

　

4
月
1
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
平
成
30
年
度
え
び
の
市
消
防

団
入
退
団
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
た
に
18
人
が
消
防

団
に
入
団
、
23
人
が
退
団
し
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
中
隊
長
や
小
隊
長
、

新
入
団
員
な
ど
へ
の
辞
令
交
付
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
を
代
表
し
て
、
第
1

分
団
第
9
部
に
入
部
し
た
中
川
秀

彦
さ
ん
が
「
不
公
平
な
ら
び
に
偏

見
を
避
け
、
良
心
に
従
っ
て
忠
実

に
消
防
の
義
務
を
遂
行
す
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
」と
宣
誓
し
ま
し
た
。

平成30年度えびの市消防団入退団式

消防団員としての決意誓う

　

3
月
4
日
、
道
の
駅
え
び
の
で
島
津

義
弘
公
之
像
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
島
津
義
弘
の
功
績
を
称

え
、
末
永
く
顕
彰
し
、
地
域
振
興
に
生

か
す
た
め
、
島
津
義
弘
公
の
銅
像
を
つ

く
る
会
が
建
立
し
た
も
の
で
す
。

　

同
式
典
に
は
、
関
係
者
や
市
民
な
ど

地域の振興に生かす
島津義弘公銅像除幕式

約
１
５
０
人
が
参
加
し
、
銅
像
か
ら
幕

が
取
り
除
か
れ
る
と
拍
手
が
起
き
て
い

ま
し
た
。
同
会
会
長
の
篠
原
一
利
氏
は

「
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
の
多
大
な
支
援

で
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
銅
像
を
活
用

し
、
元
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

3
月
18
日
、
今
西
地
区
の
香
取
神
社

と
田
代
地
区
の
天
宮
神
社
で「
打
植
祭
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
香
取
神
社
の
女
神
が

天
宮
神
社
の
男
神
を
迎
え
に
行
く
と
い

う
神
話
を
も
と
に
、
住
民
が
両
神
社
を

行
き
来
し
、
神
事
な
ど
を
行
い
、
豊
作

五穀豊穣を祈願
香取神社・天宮神社打植祭

を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。
宮
崎
県
の
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

祭
り
で
は
、馬
追
い
や
カ
ギ
引
き（
作

占
）、
狂
言
な
ど
が
行
わ
れ
、
地
区
民

が
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。
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大切にしまっていた着物や偶然出会った古布、現代的にア
レンジした和柄布などをうまく取り入れたバッグを、作

り方とともに紹介します。
　小さいサイズのものから、いろいろ使える大きいサイズの
バッグまであります。お気に入りの和布を使って自分だけの
バッグを作ってみませんか？

（ブティック社）

ざんねんないきもの事典の続編です。「フラミンゴが片
足立ちなのは水が冷たいから」「蚊は血なんかすいた

くない」…。進化の結果、なぜかちょっと残念な感じになっ
てしまった生き物たちを楽しいイラストとともに紹介して
います。
　親子で笑ったり、考えたり、驚いたりしながら読んでく
ださい。

続　ざんねんないきもの事典

今泉忠明／監修
（高橋書店）

◎お知らせ

一日図書館長体験
●日時＝5月6日（日）　午前10時30分～午後11時30分
●対象者＝小学3年生～小学5年生
●定員＝5人（先着順）
●参加費＝無料

えびの市民図書館
☎35-0242  http://ebino-city-lib.jp/

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

○ドライブ九州ベスト’19　 昭文社　
○ギネス世界記録　クレイグ グレンディ 編　KADOKAWA　
○母の家がごみ屋敷　工藤 哲 著　毎日新聞出版
○ハーバリウム　誠文堂新光社 編　誠文堂新光社
○夫の後始末　曽野 綾子 著　講談社

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「麓橋団地→
自衛隊官舎」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「プラッセだいわ→
老人福祉センター」⑤「飯野地区コミュニティセンター→大平職員官舎」

◎5月のスケジュール
月間行事 こどもの読書週間 4月23日（月）～ 5月12日（土）

NOSAI「宮崎の農村」写真展 5月9日（水）～ 6月5日（火）
1 火 休館日
5 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
6 日 一日図書館長体験 10：30 ～ 11：30

図書館クイズラリー 13：30 ～
7 月 休館日
9 水 移動図書館車巡回③ 13：15 ～ 15：15

ブックスタート（1歳児に絵本配布）
10 木 移動図書館車巡回④ 14：05 ～ 15：55
11 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
12 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
14 月 休館日
16 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
18 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
19 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

土曜シネマ 13：30 ～
21 月 休館日
23 水 移動図書館車巡回③ 13：15 ～ 15：15
24 木 移動図書館車巡回④ 14：05 ～ 15：55
25 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15

喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00
野菜・手芸品等の販売 9：45 ～ 11：00

26 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
28 月 休館日
30 水 館内整理日

移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15

◎「最近入ったお勧め本」

ひろがる魅力　和布のバッグ

図書館クイズラリー
●日時＝5月6日（日）　午後1時30分～
●定員＝10人（先着順）
●参加費＝無料
●内容＝クイズを楽しみながら、図書館のいつもは行
くことのできない所を体験しましょう！

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（田中虎夫さん）☎ 33 ｰ 2959まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

朝
霧
は
桃
の
蕾
を
ふ
ん
わ
り
と

春
が
来
る
よ
と
優
し
く
包
む
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
ハ
ヤ
子

　
四
月
の
晴
天
の
清
々
し
さ
は
冬
の
名
残
の
風
と
、
や
が
て
来
る
夏
の
光
が
作
り
出
す
。早
朝

よ
り
児
童
の
見
守
り
に
立
つ
作
者
は
朝
霧
の
中
の
桃
の
蕾
を
見
て
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
優
し

さ
と
同
じ
感
情
を
覚
え
た
の
で
あ
る
。索
莫
と
し
た
世
の
中
に
あ
っ
て
こ
の
様
に
す
べ
て
の
も

の
に
愛
を
持
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
） 

短
歌ろ

う
梅
や
姉
の
笑
顔
の
恋
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
キ
ヨ
子

　
私
の
友
人
で
あ
る
姉
さ
ん
は
ま
ず
活
弁
だ
。知
ら
な
い
事
は
な
い
程
の
物
知
り
博
士
だ
。毎
年

春
前
に
背
丈
程
の
ろ
う
梅
を
笑
顔
と
共
に
も
っ
て
来
ら
れ
た
。「
ア
ン
ナ
、
こ
い
ば
庭
に
接
ぎ
木

す
っ
た
っ
ど
！
」
と
鋏
は
さ
み
を
手
に
し
、
実
演
つ
き
で
講
習
さ
れ
た
。あ
れ
か
ら
何
年
た
っ
た
だ
ろ
う
。

今
は
息
子
さ
ん
が
植
え
て
下
さ
っ
た
ろ
う
梅
は
し
っ
か
り
根
づ
い
て
い
る
。姉
さ
ん
の
優
し
さ

が
今
、
黄
色
の
ろ
う
梅
に
映
え
る
。会
い
た
い
！
そ
し
て
私
は
熱
弁
を
聞
く
日
を
楽
し
み
に
待
っ

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩詩

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

小林

● 日時＝4月21日（土）～ 5月20日（日）午前9時～午後5
時

● 場所＝生駒高原
●入場料＝高校生以上：600円、中学生：300円、小学生以
下：無料

生駒高原ポピーまつり2018

昔
の
暮
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
虎
夫

薄
暗
く
寒
気
身
に
染
む
朝

地
を
は
い
空く
う

揺
す
っ
て
伝
わ
る
　
梵
ぼ
ん
し
ょ
う鐘

の
響
き

に
目
覚
め
　
暖
炉
の
焚
き
付
け
に
始
ま
る

数
本
の
薪
組
み
合
せ
て
火
付
け
る
…
と

白
い
炎
　
赤
い
炎
が
多
彩
な
顔
　
覗
か
せ
る

焚
い
て
い
る
私
も
　
炎
と
な
っ
て

寒
気
の
堅
い
塊
突
き
破
り

暖
気
ふ
ん
わ
り
拡
が
る
と
　
窓
の
向
こ
う
に
は

炎
に
押
さ
れ
た
煙
が
　
雪
舞
う
空
に

真
っ
直
ぐ
立
上
り
　
優
し
く
消
え
て
行
く

柔
ら
か
に
伝
う
温
も
り
は
　
大
き
な
柱
太
い
桁

の
心
ま
で
温
め
　
凍
て
る
夜
明
け
も
熱
ほ
と
ぼ
り
残
す

恩
恵
施
す
　
木
は
「
二
度
生
き
る
」
と
い
う

土
に
生
え
山
に
育
ち
　
数
百
年
を
生
き
た
生い
の
ち命

こ
の
家
に
「
二
度
目
の
生
命
芽
生
え
」
世
紀
を

越
え
て
　
な
お
凛
然
と
生
き
て
い
る

人
の
暮
し
と
久
遠
に
寄
り
添
う
貴
い
木
の
生
命

神
秘
的
な
雰
囲
気
に
　
昔
の
暮
し
が
偲
ば
れ
る

えびの

 えびの市観光商工課 観光係
☎35-1114

 生駒高原
☎27-1919

●開催日＝5月20日（日）
●時間＝［開会式］午前8時30分～［競技］午前9時～
● 場所＝グリーンパークえびの（メイン会場）
●種目＝ハーフマラソン、5㎞、3㎞、3㎞親子、1.5㎞

第31回京町温泉マラソン大会
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高
齢
化
が
進
み
、
問
題
に
な
っ
て
く

る
こ
と
の
一
つ
に
認
知
症
が
あ
り
ま
す
。

市
の
介
護
保
険
認
定
者
数
1
6
4
2
人

中
1
2
6
4
人
が
認
知
症
の
症
状
が
あ

り
ま
し
た
（
平
成
29
年
10
月
時
点
）。

　

認
知
症
は
何
ら
か
の
原
因
で
脳
に
障

が
い
が
起
こ
り
、
日
常
生
活
や
社
会
生

活
に
支
障
を
来
す
よ
う
に
な
っ
た
状
態

を
い
い
ま
す
。認
知
症
の
原
因
と
な
る

主
な
病
気
に
脳
の
神
経
細
胞
が
死
ん
で

脳
が
萎
縮
す
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
が

あ
り
ま
す
。薬
や
入
院
で
治
す
と
い
う

　

現
在
、
え
び
の
市
で
は
55
会
場
で
百

歳
体
操
（
筋
力
向
上
の
体
操
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。自
治
会
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が

中
心
と
な
り
、
毎
週
1
回
百
歳
体
操
と

認
知
症
予
防
の
指
運
動
や
リ
ズ
ム
体

操
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。体
操

の
効
果
は
も
ち
ろ
ん
、
お
し
ゃ
べ
り
に

も
花
が
咲
き
、
お
互
い
の
見
守
り
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。認
知
症
予
防
と
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
た
め
に
、
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
1
1
1
2

　
　

文
：
市
介
護
保
険
課 

萩
原
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

百
歳
体
操
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
に
な
る
と
、「
約
束
を
忘
れ

る
」「
決
ま
り
を
守
ら
な
い
」
な
ど
、
信

頼
関
係
を
揺
る
が
す
行
動
を
取
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。信
頼
関
係
が

崩
れ
る
と
、
周
囲
の
人
と
の
つ
な
が
り

が
失
わ
れ
、
社
会
的
に
生
活
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
認
知
症
で
も
、
暮
ら
し
て

き
た
場
所
で
社
会
的
な
生
活
を
す
る
た

め
に
は
、
予
防
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
で

助
け
を
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
関
係
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

暴
力
を
受
け
て
い
る
の
は
、
あ
な
た

が
悪
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。も
し
、

身
近
な
人
で
被
害
に
遭
っ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
と
思
う
人
が
い
た
ら
、
相
談

所
に
相
談
す
る
こ
と
を
勧
め
て
く
だ
さ

い
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
他
の
専

門
機
関
の
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
相
談
日
】月
曜
～
金
曜（
祝
日
を
除
く
）

【
時
間
】
午
前
9
時
～
午
後
4
時

え
び
の
市
女
性
相
談
所

☎
35
‐
0
1
5
2

相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0
‐
1
2
3
‐
6
9
3

　
　
　
　
文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

ひ
と
り
で
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　

え
び
の
市
女
性
相
談
所
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
や
心
配
事
を
抱
え
る
女
性
の

電
話
相
談
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

恋
人
・
家
族
の
問
題
、
職
場
や
地
域

の
人
間
関
係
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か

ら
の
暴
力
や
暴
言
な
ど
、
ど
ん
な
小
さ

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。女
性
の
相
談

員
が
一
緒
に
考
え
、
一
歩
を
踏
み
出
す

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。一
人
で
抱
え
込

ま
な
い
で
、
ま
ず
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
相
談
は
匿
名
で
も
受
け
付
け

ま
す
。秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。面
接
で

の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

　

D
V（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
に
つ
い
て
の
問
題
は
当
事
者
だ

け
で
の
解
決
は
難
し
い
も
の
で
す
。い

く
ら
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
て
も
暴
力

（
身
体
的
・
精
神
的
・
経
済
的
・
性
的
・
社

会
的
）
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。暴
力
を
受
け
て
い
る
人

の
中
に
は
「
自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
い

い
」「
自
分
が
悪
い
か
ら
暴
力
を
ふ
る

わ
れ
た
」
と
考
え
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

交通事故を防ごう

えびの署の人事異動

4月 1 日付けの人事異動で職員がかわりました。

【着任】色増隆広（須木分遣所主任）、徳重隆太（中
央消防署主任）、早田直生（中央消防署主任）、橋谷
直樹（須木分遣所主事）

【離任】吉永拡二（高原分遣所係長）、長﨑紀仁（消
防本部警防指令課警防係長）、山田悠（消防本部警防
指令課警防係主任）、馬場祐輔（消防本部警防指令課
指令係主任）、小原佑太（須木分遣所主事）
　市民の皆さんの生命、身体、財産を全力で守り、
信頼していただけるえびの署員であるよう、全員で
精進していきますので、これからもよろしくお願い
します。

3 月 3 0 日 か ら 4 月 5 日 に か け て 、県 西 地 域 に
「 交 通 死 亡 事 故 多 発 警 報 」が 発 令 さ れ て い ま

し た 。次 の よ う な こ と を 守 っ て 交 通 死 亡 事 故 を
防 ぎ ま し ょ う 。
1 . 脇 見 ・ぼ ん や り 等 の 漫 然 運 転 を し な い
2 . 歩 行 者 優 先 運 転
3 . 子 ど も と 高 齢 者 の 安 全 な 通 行 の 確 保
4 . 自 転 車 の 安 全 利 用
5 . 全 て の 座 席 の シ ー ト ベ ル ト と チ ャ イ ル ド シ ー
ト の 正 し い 着 用
6 . 飲 酒 運 転 を し な い
7 . 高 速 道 路 の 安 全 利 用

3月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 5件
救 急 72件 年 計 245件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

3月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 15件
物 件 23件 本年累計 81件

　

え
び
の
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議

会
で
は
、
市
内
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興

や
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地

域
に
密
着
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
、
住
民
か

ら
の
依
頼
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
や

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
な
ど
の
地
域

に
出
向
い
て
の
出
前
講
座
、
み
や
ざ
き

県
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭
・
京
町
温
泉
マ

ラ
ソ
ン
大
会
・
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
・
南
九
州
駅
伝
競
走
大
会
な
ど
の

大
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
り
ス
ポ
ー
ツ
に

適
し
た
季
節
と
な
り
ま
す
。大
会
や
イ

ベ
ン
ト
が
多
く
開
催
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
の
活
動
の
場
も
増
え
て
き
ま

す
。ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
講
座
等
の
ご

希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。今
年
度
も
え
び
の
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
一
同
、
精
い
っ
ぱ

い
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
の
あ

る
人
や
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
で
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
な
っ
て
一
緒
に
活

動
す
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。任
期

は
2
年
間
で
す
。県
や
九
州
単
位
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
修
会
等
に
も
参
加

し
ま
す
。
出
会
報
酬
が
あ
り
、
特
別
な

資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
社
会
教
育
課
市
民
体
育
係

☎
35
‐
3
7
1
9
（
課
直
通
）

　
　

文
：
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

L i f e l o n g  s p o r t

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

生涯スポーツ



お お知 知ら らせ せ

25  242424広報 平成30年4月号

若者の奨学金返還を補助します
「若者定住促進奨学金返還補助金」
　市では、若者の定住促進および市内事業所等への就業
を促進するため、大学等の卒業後に市内に居住し、市内
で就業または起業する若者を対象に、奨学金の返還に対
して補助を行います。

【補助対象者】大学等（学校教育法に定める大学、短期大
学および専修学校（専門課程に限る。））を卒業後に、次
の要件すべてに該当する人が対象です。

・大学等に進学するに当たり、奨学金の貸与を受けた者
で、その返還期間が5年以上であること

・補助金の交付を初めて申請する日現在において30歳以
下であること

・市内に住所を有する者であって、当該住所が住民基本
台帳に記録されており、かつ、補助金の交付を初めて申
請する日から5年以上本市に居住する意思があること

・大学等を卒業後に期間の定めのない労働契約を締結し
ている労働者として市内の事業所等に就職した者で、補
助金の交付を初めて申請する日から5年以上継続して就
業する見込みがあること、または、大学等を卒業後に市
内で起業した者で、補助金の交付を初めて申請する日か
ら5年以上継続して事業を継続する見込みがあること

・他に奨学金返還に係る補助を受けていないこと
・市税等の滞納がないこと
・補助金の交付を初めて申請する日が、市内で就業開始
後、または市内で起業後2年を経過していないこと

【対象となる奨学金】
・日本学生支援機構奨学金
・あしなが育英会奨学金
・交通遺児育英会奨学金
・県または市町村が貸与する奨学金
・その他市長が対象と認める奨学金

【補助金の額】補助金の額は、年額144,000円以内とし、5
年総額で720,000円を限度とします。ただし、返還金額

（利子を含む。）が限度額を下回る場合は、その金額とし
ます。※補助金の交付を初めて申請する日から5年を経
過する日までに、補助対象者の要件を満たさなくなった
場合は、その要件を満たさなくなった日の属する年度の
補助金は交付しません。この場合において、交付済の補
助金についての返還は求めません。

【申込方法】申請書に必要事項を記入の上、以下の必要
書類を添付して、市企画課定住対策係に提出してくださ
い。※申請書等の様式は市企画課で取得するか、市ホー
ムページ（ http://www.city.ebino.lg.jp/ ）でダウンロー
ドしてください。

【必要書類】
・奨学金貸与機関が発行する奨学金貸与を証するものの
写し

・返還金額および返還期間を証するものの写し
・就業先が発行する、えびの市若者定住促進奨学金返還
補助事業就業証明書（様式第２号）または市内で起業し
たことを証する書類（開業届出書等）の写し

・誓約書兼同意書（様式第３号）
【申込期限】随時受け付けます。
申・問市企画課 定住対策係
☎35-3713（直通）

「天空の宮 狗
く る そ ん

留孫神社 クルソン秘
境探索ツアー」参加者募集

　えびの市観光協会では、えびのガイドクラブと共に、
「天空の宮 狗留孫神社 クルソン秘境探索ツアー」を開催

します。きれいな水が流れる空気を感じながら、えびの
ガイドクラブの案内で秘境探索をしてみませんか。

【開催日】5月13日（日）※小雨中止
【時間】午前8時30分～午後3時
【集合場所】道の駅えびの
【定員】50人（先着順）
【参加費】1,000円（資料代、ツアー保険代）

【準備する物】弁当、飲料水、帽子、歩きやすい服装・靴、
タオルなど

【行程】道の駅えびの→クルソン峡キャンプ場→狗留孫
神社→クルソン峡キャンプ場→道の駅えびの
※道の駅えびのからクルソン峡キャンプ場までの移動は
バスで行います。

【申込方法】えびの市観光協会に直接、または電話でお申
し込みください。

【申込期限】5月9日（水）
問えびの市観光協会
☎35-3838

指名競争入札参加資格審査申請書
（指名願い）の定期受け付け
　市では、物品等、清掃・警備・設備維持管理・施設管理の
定期受け付けを行います。

【受付期間】5月1日（火）～ 5月31日（木）※土・日、祝日
を除く

【受付時間】午前9時～午後4時
【提出方法】市財政課入札・契約係に直接、または郵送（5

月31日消印まで有効）で提出してください。
【有効期間】8月1日～平成32年7月31日（2年間）

　詳しくは、市ホームページ（ http://www.city.ebino.
lg.jp/ ）を確認するか、市財政課入札・契約係までお問い
合わせください。
申・問市財政課 入札・契約係
☎35-3716（課直通）

「もしもし税金相談室」にご相談く
ださい

　南九州税理士会では、税理士が電話で税金に関する相
談に応じる「もしもし税金相談室」を行っています。相
談は無料で、秘密は固く守られます。お気軽にご相談く
ださい。

【相談受付】平日：午前10時～午後4時
※土日、祝日、夏期（8月11日～ 8月20日）、年末年始（12
月21日～ 1月10日）は休みです。

【相談時間】1人当たり20分以内
※ご連絡後、受付担当者がお住まいの地域および電話番
号を尋ね、近くの税理士から直接あなたへ折り返しご連
絡します。
※詳しくは、南九州税理士会ホームページ（ http://www.
mkzei.or.jp/ ）をご覧ください。
問もしもし税金相談室
☎0120-373-678

「第39回青少年国際交流キャンプ」
参加者募集

　公益社団法人国際青少年研修協会では、「第39回青少
年国際交流キャンプ」を行います。これは、全国から集
まる青少年が、キャンプ生活や富士登山などの野外活動
を共にすることで友情を深め、「仲間づくり」や「チャレ
ンジ」の大切さ、友達と協力し助け合う楽しさを学ぶこ
とを目的に行います。

【期間】7月31日（火）～ 8月4日（土）4泊5日
【場所】静岡県立朝霧野外活動センター
【定員】日本人：80人、外国人：20人
【対象者】小学校3年生～中学校3年生
【内容】・富士登山
・テント生活体験
・野外炊飯体験
・キャンプファイヤー
・ワイドゲーム　など
※1班10人程度の班編成で活動します。宿泊は男女別に4
～ 5人でのテント生活です。

【参加費】出発地によって参加費が異なります。詳しくは、
募集要項をご覧ください。
※興味のある人は、公益社団法人国際青少年研修協会ま
で資料請求を行ってください。募集要項等を郵送します。
申・問公益財団法人 国際青少年研修協会
☎03-6417-9721
Eメール info@kskk.or.jp
〒141-0031　東京都品川区西五反田7-15-4第三花田ビ
ル4階
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「えびの駐屯地創立37周年記念行
事」を開催します
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　えびの駐屯地創立37周年記念行事が行われます。記念
行事は2部構成で、2日間行われます。第1部は、都城駐屯
地音楽部および第12普通科連隊音楽部による合同演奏
を交えた市中パレードと装備品展示等を行います。第2
部は、観閲式、観閲行進などを行います。
　市民の皆さん、ぜひ、ご観覧ください。
■第1部

【開催日】5月12日（土）雨天決行 ※荒天時は中止
【内容】市中パレード：午後2時～午後2時30分（県道飯野

停車場線）
合同音楽隊ミニコンサート：午後1時15分～午後1時45分
装備品展示：午前11時～午後2時30分（タイヨー駐車場）

【場所】県道飯野停車場線（ Aコープ飯野店から鹿児島銀
行えびの支店まで）
※パレードコースは、午後1時40分～午後2時40分まで
通行止めになります。観覧者は、飯野小学校、飯野地区
コミュニティセンター、えびの市民体育館駐車場をご利
用ください。皆さんのご協力をお願いします。
■第2部

【開催日】5月13日（日）雨天決行 ※荒天時は中止
【時間】午前9時～午後3時（一般開放実施時間）
【場所】えびの駐屯地
【内容】観閲式・観閲行進、模擬売店、訓練展示、装備品展

示、体験搭乗
問えびの駐屯地広報室
☎33-3904（内線 272・273）
問市基地・防災対策課 基地・防災対策係

☎35-1119（直通）

「はつらつサポーター養成講座」に
参加しませんか

　市では、市が行う介護予防事業や、地域で行われる百
歳体操のお手伝い役となるボランティアの養成講座を開
催します。健康寿命を延ばせるように、体を動かすこと・
かむこと・食べることについて知識を深め、脳いきいき
のレクリエーションを行うことの楽しさを体験しましょ
う。

【対象者】
・市内在住で、介護保険の認定を受けていない人
・市が行う介護予防事業の手伝いができる人
・養成講座終了後、連絡会（研修等）に参加できる人

【日程等】（全5回）
期日 内容 講師

5 月 15 日
（火）

開講式、包括支援センターの
役割と仕事内容紹介、自己紹
介
講話「筋力を鍛える意義と百
歳体操について」
実技：百歳体操・脳いきいき

保健師
先輩サポーター

5 月 22 日
（火）

講話「食べることを大切にし
ましょう」介護予防の基本は
食べること
サポーター活動の実際
実技：百歳体操

健康保険課 市民健
康係 栄養士
保健師

5 月 29 日
（火）

講話「口
こうくう

腔機能を向上させま
しょう」口腔ケア・かむ力・
飲み込む力について
かみかみ体操・しゃきしゃき
体操
市内の百歳体操紹介
実技：百歳体操

歯科衛生士
看護師

6 月 5 日
（火）

講話「認知機能の低下を予防
しましょう」脳の仕組みと関
連の病気、講話「ボランティ
ア活動とは」
実技：百歳体操・脳いきいき

認知症キャラバン
メイト
市社会福祉協議会
ボランティア育成
担当

6 月 12 日
（火）

「先輩サポーターの活動報告を
聞こう」今後のサポート活動
のヒントを得よう
閉講式（認定証授与）
実技：百歳体操・脳いきいき

保健師
先輩サポーター

【時間】午前9時30分～正午　［受付］午前9時～

【場所】社会福祉協議会 2階
【参加費】無料
【準備する物】靴、飲み物、運動できる服装
【申込方法】市介護保険課地域包括支援センターに電話

でお申し込みください。
【申込期限】5月11日（金）

申・問 市介護保険課 地域包括支援センター
☎35-1112（課直通）

第31回えびの京町温泉マラソン大会
ボランティア募集

　市では、「第31回えびの京町温泉マラソン大会」のボラ
ンティアを募集します。

【開催日】5月20日（日）
【場所】グリーンパークえびの・芝生広場ほか
【活動内容】競技ボランティア、式典ボランティア、おも

てなしボランティア等
【申込方法】申込用紙に必要事項を記入の上、市観光商工

課観光係に提出してください。
※申込用紙は、市観光商工課で取得するか、市ホームペー
ジ（ http://www.city.ebino.lg.jp/ ）でダウンロードして
ください。

【申込期限】4月27日（金）
申・問えびの京町温泉マラソン大会実行委員会（市観光
商工課内）
☎35-1114（直通）

ご来場ください
「金属製品の保存処理展」
　市歴史民俗資料館では、「金属製品の保存処理展」を行
います。
　遺跡から出土する金属製品や有機物を伴う遺物は、化
学的な保存処理を施さないと劣化が進行し、後世に残せ
ません。金属製品が出土して、展示公開ができるまでに、
どのような工程を経ているのか、近年保存処理した遺物
と共に紹介します。

【開催期間】4月29日（日）～ 6月10日（日）

【時間】［平日・土曜］午前9時～午後6時
［日曜・祝日］午前9時～午後5時
【場所】市歴史民俗資料館 展示ホール
【入館料】無料
【休館日】5月1日、7日、14日、21日、28日、30日、6月4日
問市歴史民俗資料館
☎35-3144

あなたの出会いをサポートします

　宮崎県では、少子化対策の一環として、結婚を希望す
る独身男女の1対1の出会いをサポートする「みやざき
結婚サポートセンター」を運営しています。センターは、
宮崎・都城・延岡の商工会議所内に設置しています。住所
地にかかわらず、どのセンターでも登録・利用が可能です。
　安心の会員登録制お見合いシステムで運命の相手を探
しませんか？お気軽にご相談ください。

【各センター】

相談窓口 所在地 電話番号

宮崎センター 宮崎市錦町 1-10　KITEN ビ
ル 7 階 0985-41-4110

都城センター 都城市姫城町 4 街区 1 号 0986-51-4110

延岡センター 延岡市中央通 3-5-1 0982-20-4110

※登録には、入会登録料（10,000円＋税）が必要です。（2
年間有効）
問宮崎県 こども政策課
☎0985-26-7056

鉄道・路線バスの公共交通を利用し
ましょう

　3月から、吉都線の時刻表が大幅に改正されました。乗
車人員が少ないことが原因です。身近な公共交通の存続
のためにも、吉都線などの鉄道や宮崎交通株式会社が運
行している路線バスを利用しましょう。
問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）
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打 植 祭 の 取 材 に 行 きました 。今 西 の 香 取 神 社 に 新し
い 看 板 が で きて いま す。地 区の 皆 さん の思い が 詰

まった 看 板 で す。裏 面 も ありま すので、ぜ ひ、ご 覧くだ さ
い。（ 東 ）

広 報 担 当3 年目がスタートしました 。今 年 度 もたくさ
ん の 場 所 に 取 材 に伺 って、皆 さん の 声 を 取り入 れ

た 広 報 紙を 作っていきます！（ 久保 田 ） 

人　口 18,369人（前月比-172人）

男性／ 8,621人（ -100人）　女性／ 9,748人（ -72人）

転入／ 134人　転出／ 283人
出生／ 6人　死亡／ 29人

世帯数 8,293世帯（前月比-82世帯）
（平成30年4月1日現在）

E
d
ito

r's

【開催日】5月20日（日）
【時間】午前8時30分～午後0時30分
【場所】鹿児島県薩摩川内市開戸橋下流河川敷向田側

【内容】・各種水防工法の実演やヘリコプターによる人命
救助訓練

・地域住民や企業、学生による避難訓練等
・災害写真や防災機器の展示
・土のうつくり体験
・炊き出し訓練の試食（数量限定）
問国土交通省 九州地方整備局 川内川河川事務所 管理課
☎0996-22-3271

軽自動車税は納期限内に
納めましょう

　軽自動車税は、毎月4月1日現在で、宮崎運輸支局に登
録されている軽自動車や126cc以上のバイク、市町村で
登録されているバイク（ 125cc以下）や小型特殊自動車
を持っている人に課税されます。
　軽自動車等の所有者は、5月31日（木）までに軽自動車
税を納めてください。
　市役所または金融機関、各コンビニエンスストアでも

軽自動車税を納めることができます。詳しくは、納税通
知書をご覧ください。
　もし、5月中旬までに納税通知書が届かないときは、市
税務課までお問合せください。
　なお、障がい者のために使用する軽自動車について、
一定の要件に該当する場合は、5月31日（木）までに申請
すれば、軽自動車税が減免されます。
問市税務課 市民税係
☎35-3734（直通）

入院時の食費の負担額が変更にな
ります

　平成28年4月1日から、入院時の食事代について、健康
保険法等の規定に基づき、それまでの食材費相当額に加
え、新たに調理費相当額を段階的に負担することとなっ
ています。ただし、住民税非課税世帯の人や、指定難病、
小児慢性特定疾病の人などの負担額は据え置かれます。
　4月1日からの入院時一食あたりの負担額は次のとお
りです。

区分 平成 28 年
4 月 1 日から

平成 30 年
4 月 1 日から

① 一般 360 円 460 円

② 住民税非課税の世帯に属す
る人 210 円 210 円

③ ②のうち、所得が一定基準
に満たない人 100 円 100 円

問 市健康保険課 医療保険係
☎35-3742（直通）

◎ 今月の 表 紙
　 3 月2 5 日、市 文化 の 杜で「 もりも
り市 場 」が 行 わ れました 。市 内 外か
ら家 族 連 れ などが 訪 れて いました 。
子ど もたちは、ストラックアウトを
楽しんで いました 。

就職支援員を募集します

　市では、就職支援員を募集します。
【募集人員】1人
【業務内容】・求人・求職情報等の開拓業務
・就労相談・職業紹介業務
・求職情報・求人情報の提供
・企業の視点に立った人材確保支援　など

【報酬】7,450円（日額）
【雇用期間】5月中旬以降～平成31年3月31日
【資格要件】普通自動車免許
【適任要件】・パソコン（ワード、エクセル等）の基本的ス

キルを有し、パソコンによる報告書等の作成などの事務
処理ができる人

【勤務時間】午前9時～午後4時（月曜～金曜）※祝日を除
く

【保険等】社会保険、雇用保険あり
【申込期限】5月11日（金）
【申込方法】市様式の履歴書を市観光商工課商工係に直

接、または郵送（5月11日必着）で提出してください。
※市様式の履歴書は市観光商工課にあります。

【選考方法】書類選考と面接
※面接日時については、後日申込者に連絡します。
申・問市観光商工課 商工係
☎35-3728（直通）

市民モニターを募集します

　市では、市民目線での行政運営を推進するため、「市民
モニター」を募集します。

【活動内容】
・各種施策に関するアンケートへの回答（年3回程度）
※回答方法は、郵送または電子メールです。

・行政運営に対する意見、提言などの提出
【募集人員】28人
【任期】2年
【謝礼】商品券または図書カード
【応募資格】
・市内在住で、平成30年4月1日現在で満12歳（中学1年生）
以上の人。※ただし、市職員および公職にある人は応募
できません。

・ワード、エクセルを利用できる人（電子メールでの回答
を希望する場合のみ）

【申込期限】5月25日（金）
【応募方法】申込用紙を市総務課行政係に直接、または郵

送（ 5月25日必着）、ファクス、電子メールで提出してく
ださい。
※申込用紙は、市総務課、飯野・真幸出張所、市民図書
館のいずれかで取得するか、市ホームページ（ http://
www.city.ebino.lg.jp/ ）からもダウンロードできます。
申・問市総務課 行政係
☎35-3711（課直通）/FAX 35-0401
Eメール somu@city.ebino.lg.jp

「川内川総合水防演習」が
開催されます

　国土交通省九州地方整備局、鹿児島県、薩摩川内市主
催による「川内川総合水防演習」が開催されます。これは、
住民の防災意識向上や防災機関の水防技術向上などを目
的に行われるものです。えびの市消防団も水防演習に参
加しますので、ぜひ、お越しください。

今月の納税

固定資産税 第1期
介護保険料 第1期
5月1日（火）までに納めましょう。
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